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プレス・リリース

2003年10月31日
BASF、農業用土壌処理剤ビジネスを

Kanesho Soil Treatment BVBA (カネショウ・ソイル・トリートメント社)に売却
· カネショウにとって重要な市場機会
· BASFの農業製品部門は原体供給元としてのビジネスに集中
· 2003年12月末までに売却を完了予定
BASF（本社ドイツ、ルートヴィッヒスハーフェン）とアグロカネショウ株式会社の子会社であるKanesho Soil Treatment BVBA （本社ベルギー、ブリュッセル）は、BASFが世界に展開する農業用土壌処理剤ビジネスをKanesho Soil Treatment BVBAに売却することで最終合意に達しました。2002年売上高が4,700万ユーロになる同事業には、活性成分であるダゾメット、1,3−ジクロロプロペン、メタムソジウムが含まれ、関連する契約、登録権、知的財産権、顧客関係なども含まれています。BASFは引き続き独ルートヴィッヒスハーフェンの自社プラントでダゾメットを製造し、長期契約に基づきダゾメットをKanesho Soil Treatment BVBAに供給します。
同事業は6,500万ユーロで売却され、在庫も譲渡の対象となります。

日本においてダゾメットはバスアミド®およびガスタード、1,3−ジクロロプロペンはＤ－Ｄとして、ＢＡＳＦアグロ株式会社（本社：東京都港区、社長：エドワード　Ｊ　ブラウン　Ｊr．）が原体の供給、もしくは製品の販売を行ってきましたが、今後はアグロカネショウがそれらのビジネスを引き継ぎます。ＢＡＳＦアグロは今後、より利益性の高い既存品、ならびに近い将来上市予定の新製品に資源を集中していきます。「アグロカネショウは日本の生産者向けに過去23年間にわたりバスアミドを販売・普及してきた実績があり、農業用土壌処理事業に精通しています。ＢＡＳＦアグロに代わり、今後もお客様のビジネスの成功に貢献してくれるものと確信しております。」ＢＡＳＦアグロのブラウン社長はこのように述べています。売却される製品は、引き続きアグロカネショウによって安定的に供給されます。

BASF取締役会メンバーのピーター・オークリー（Peter Oakley）は次のように述べています。「当社は、最近行われた買収を通じて地域市場における地位を強化しています。これに伴い、私たちは当社のポートフォリオを見直し、高い成長率と利益、そして市場での強力な相乗効果が期待できる製品にリソースを集中しています。相乗効果があまり期待できない製品については、アグロカネショウなどの専門会社へ売却するのが戦略的に賢明な選択であると判断しました」。

アグロカネショウの櫛引博敬取締役社長は次のように述べています。「アグロカネショウにとって、今回の契約は当社の農業用土壌処理事業を世界規模で拡大するための重要な戦略的ステップとなります。当社は、顧客価値と独自のマーケティング戦略に重点を置いていますが、環境に優しい製品を求める市場トレンドの波に乗り、当社がこれまで蓄積してきたスキルとノウハウを海外市場に適用することで、将来土壌処理事業を拡大することができると考えています」。
農業用土壌処理は、土壌病害虫を防除するために、単独、または体系防除として用いられる化学的方法です。これらの製品は通常、土壌に混ぜ合わせることによって活性成分が気化して機能します。土壌処理剤は、線虫、菌類、細菌、昆虫、雑草の種など、土壌病害や土壌微生物を効果的に抑制し、農業、ゴルフコースの修繕作業、園芸、苗圃、花壇、森林、芝生など、土壌害虫が栽培中の植物に害を与えたり、壊滅させたりする恐れのある場合に使用されます。

アグロカネショウは、日本において主に園芸市場向けに殺虫剤、殺菌剤、除草剤の製造、販売を行っています。アグロカネショウは、23年間にわたりダゾメット含有製品の代表であるバスアミドの販売を手がけており、バスアミド事業の拡大に大きく貢献してきました。同社の2002年の売上高は78億円、社員数は214人でした。アグロカネショウに関する詳細は、www.agrokanesho.co.jpをご覧ください。
米国ニュージャージー州マウント・オリーブに本拠を置くBASFの農業製品部門は、殺菌剤、殺虫剤、除草剤の供給、販売で業界をリードしています。2002年の売上高は30億ユーロでした。研究開発、製造、マーケティング、販売で幅広い経験を有する同部門は、世界をリードするイノベーターとして農業生産を最適化し、栄養価を高めることによって、世界的な人口増加に直面する人々の生活の質を向上させることを目標としています。BASFの農業製品に関する詳細は、www.basf.de/en/produkte/gesundheit/pflanzenをご覧ください。
(　BASF Group について
BASF（ビーエーエスエフ）は、原油と天然ガスの他、化学品、プラスチック、高機能製品、農薬、ファインケミカル等の高付加価値製品をお客様に提供する世界の化学業界のリーディング・カンパニーです。BASFの統合生産・経営システムは、ドイツ語の「フェアブント」として知られ、同社の特異な強みであり、コスト面での優位性と競争力をもたらしています。BASFは「持続可能な発展」の基本方針に則って企業活動を行っています。2002年度は約320億ユーロ（約340億ドル）の売上高を計上し、世界で8万9000人の従業員を抱えています。BASFの株式はフランクフルト（BAS）、ロンドン（BFA）、ニューヨーク（BF）、パリ（BA）、チューリッヒ（BAS）の各株式市場において取引されています。同社のインターネットホームページアドレスは：www.basf.comです。BASFジャパン（株）のインターネットホームページのアドレスは：www.basf-japan.co.jp、またBASFアグロ（株）のホームページアドレスは：www.basf-agro.co.jpです。

(本件についてのお問合わせ先
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